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ＡＳＰＡＣ準備運営グループ　　　　　　　　　　　　　ＡＳＰＡＣ準備事務局事業計画
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副理事長：中村　祥之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　常任理事：安藤太一郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総括幹事：長瀬　洋一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出向理事：井上　智博
【委員会主旨】
　昨年のＡＳＰＡＣ香港大会を経てＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会開催が決定した今、メンバー一人ひとりが開催へ向け足を踏み出すことができるよう、山形大会ＣＯＣ※１会議の円滑な運営をはじめ、山形大会ＣＯＣと山形ＪＣとの懸け橋として連絡調整を図りながら、共に大会成功へ向けた準備を進める必要があります。

まずは、限られた時間の中で、全メンバーが足並みをそろえ開催へ向けた準備を行えるよう、山形大会ＣＯＣ会議を開催し、多くの関係者の皆様から得た情報をメンバーへ伝え共通認識を図りながら力強く牽引していきます。そして、人と人、人と地域のつながりを深めるため、公開例会を開催し、市民、企業の参画の機会を提供します。さらに、決起集会を開催し関係諸機関、ＪＣ関係者との友好関係を更に深いものとします。また、国内外のネットワークを更に広めるため、ＪＢＭ※２、セネターゴルフ、ＪＣＩ ＡＳＰＡＣEQ \* jc1 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ｸﾞｧﾝｼﾞｭ),光州)大会、ＭＹＥ※３、ＧＰＳ※４、ＪＣＩ 世界会議リオ・デ・ジャネイロ大会等での各ファンクション運営への支援を行い、関係者と積極的に交流を深めます。そして、ホームページやＳＮＳ※５の活用、さらに、市民や関係諸団体とも連携を図り、おもてなしのこころ溢れる山形の魅力を国内外に発信します。

山形大会ＣＯＣと山形ＪＣが共に連携し、メンバー一人ひとりが２０１４ ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会の成功へ向けた活動を行うことが、観光立市ＹＡＭＡＧＡＴＡ実現への確かな一歩となります。

※１…山形大会ＣＯＣ

（Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ　Ｏｒｇａｎａｉｚｉｎｇ　Ｃｏｍｍｉｔｔｅｅ）

ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会実行委員会の意

※２…ＪＢＭ（Ｊａｎｕａｒｙ Ｂｏａｒｄ ｏｆ Ｄｉｒｅｃｔｏｒｓ Ｍｅｅｔｉｎｇ）ＪＣＩ 1月理事会の意

※３…ＭＹＥ（Ｍｉｄｙｅａｒ Ｅｘｅｃｕｔｉｖｅ Ｍｅｅｔｉｎｇ）

ＪＣＩ 中間役員会の意

※４…ＧＰＳ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｓｕｍｍｉｔ）

国連グローバルパートナーシップサミットの意

※５…ＳＮＳ（Ｓｏｃｉａｌ　Ｎｅｔｗｏｒｋｉｎｇ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）
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【常任理事意見】
　本年は開催が決定したＡＳＰＡＣ　山形大会に向けＣＯＣも立ち上がり、いよいよ本格的に実動をしていく段階へと移ります。ＬＯＭの事業と並行しての準備運営となるなかで、大会へ向けた意識の向上を図り、全てのＬＯＭメンバー共に大会成功へ向けての足掛かりを築いていかなければなりません。ＡＳＰＡＣ準備事務局がＬＯＭとＣＯＣの懸け橋となり、大会開催の礎を築きあげます。
